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高
階
隆
兼
の
画
業
再
考

―
彫
像
へ
の
彩
色
に
つ
い
て
―

橋 

本　

 

遼 

太

キ
ー
ワ
ー
ド
：
高
階
隆
兼
／
絵
師
／
絵
所
絵
師
／
絵
仏
師
／
木
仏
師

は
じ
め
に

鎌
倉
時
代
の
末
に
活
動
し
た
絵
師
高
階
隆
兼
は
、
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
に
所
蔵
さ
れ
る
春
日
権
現
験
記
絵
を
描
い
た
絵
師
と
し
て
そ

の
名
が
知
ら
れ
る
。
嘉
元
三
年
（
一
三
〇
四
）
四
月
の
「
摂
籙
渡
庄
目
録
）
1
（

」
に
「
会マ
マ

所
隆
兼
」
と
登
場
し
て
か
ら
、
元
徳
二
年
（
一
三
三

〇
）
に
藤
原
為
信
筆
の
文
永
十
一
年
賀
茂
祭
礼
双
紙
を
写
す
ま
で
の
活
動
が
文
献
史
料
か
ら
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
間
、
隆
兼
は
、
春

日
権
現
験
記
絵
（
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
）
や
玄
奘
三
蔵
絵
（
大
阪
・
藤
田
美
術
館
）
な
ど
絵
巻
形
式
の
作
品
か
ら
、
愛
染
明
王
像
（
現

存
せ
ず
）
や
春
日
明
神
影
向
図
（
大
阪
・
藤
田
美
術
館
）
な
ど
の
掛
幅
画
ま
で
、
様
々
な
画
面
形
式
の
作
例
を
手
が
け
、
ま
た
そ
の
主
題

も
霊
験
記
か
ら
仏
画
や
垂
迹
画
ま
で
、
多
岐
に
わ
た
る
。
こ
れ
ら
の
事
績
を
一
覧
表
に
し
た
も
の
が
表
一
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
現
存
す
る

作
例
に
は
「
＊
」
を
付
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
隆
兼
研
究
は
、
当
然
な
が
ら
、
こ
れ
ら
現
存
作
例
に
つ
い
て
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
と
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り
わ
け
験
記
絵
を
対
象
に
し
た
研
究
が
多
く
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
か
ら
明
ら
か
に
な
る
隆
兼
像
は
、
主
に
験
記
絵
か
ら
導
く

こ
と
の
で
き
る
隆
兼
像
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
仮
に
験
記
絵
を
隆
兼
の
代
表
作
と
認
め
、
験
記
絵
研
究
を
以
て
隆
兼
研
究
を
代
表
さ
せ

る
に
せ
よ
、
そ
れ
だ
け
で
は
彼
の
全
体
像
は
明
ら
か
に
な
ら
ず
、
他
の
重
要
な
諸
側
面
を
捨
象
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

元
徳
二
年

正
和
年
間

元
亨
元
年

元
応
二
年

正
和
四
年

正
和
元
年

延
慶
二
年

嘉
元
三
年

嘉
元
三
年

和
暦

一
三
三
〇

一
三
二
一

一
三
二
〇

一
三
一
五

一
三
一
二

一
三
〇
九

一
三
〇
四

一
三
〇
四

西
暦

洞
院
家
周
辺

直
仁
親
王

花
園
院

花
園
院

後
伏
見
院

大
乗
院
周
辺

鷹
司
冬
平

西
園
寺
公
衡

発
注
主
体

　

藤
原
為
信
筆
文
永
十
一
年
賀
茂
祭
礼
双
紙
を
写
す

＊
石
山
寺
縁
起
一
〜
三
巻
（
石
山
寺
）
を
描
く

　

強
力
女
絵
一
巻
、
う
い
の
せ
う
絵
二
巻
、
香
助
絵
二
巻
を
描
く

　

萩
原
殿
（
直
仁
親
王
）
の
御
絵
と
し
て
、

　

花
園
院
の
命
に
よ
り
、
金
岡
筆
愛
染
明
王
像
を
写
す

　

花
園
院
が
墨
書
し
た
伏
見
院
の
千
日
目
の
小
仏
事
本
尊
普
賢
菩
薩
像
の
裏
を
押
す

　

日
吉
社
神
輿
造
替
事
業
に
携
わ
る
【
神
像
へ
の
彩
色
】

　

後
伏
見
院
の
本
尊
と
し
て
、
西
園
寺
妙
音
堂
本
尊
妙
音
天
像
を
写
す

＊
玄
奘
三
蔵
絵
（
藤
田
美
術
館
）
を
描
く

＊
春
日
明
神
影
向
図
（
藤
田
美
術
館
）
を
描
く

＊
春
日
権
現
験
記
絵
二
〇
巻
を
描
く
（
一
三
〇
九
年
時
点
で
は
制
作
途
中
か
）

　

上
賀
茂
社
戸
の
脇
の
獅
子
を
か
く
【
木
彫
の
獅
子
狛
犬
へ
の
彩
色
】

　

天
野
杣
の
免
田
十
五
町
を
相
伝
す
る

　
　
　

事
績　
（
＊
は
現
存
作
例
）

【
表
一
】　

高
階
隆
兼
の
事
績
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高階隆兼の画業再考

本
論
考
は
、
隆
兼
の
画
業
を
伝
え
る
文
献
史
料
を
再
検
討
す
る
こ
と
で
、
彼
が
彫
刻
作
品
の
彩
色
と
い
う
「
絵
仏
師
」
の
領
分
と
も
言

う
べ
き
仕
事
を
し
て
い
た
可
能
性
を
提
示
す
る
。
こ
の
試
み
は
、
こ
れ
ま
で
共
有
さ
れ
て
き
た
隆
兼
像
に
別
の
一
面
を
追
加
す
る
こ
と
に

な
る
と
考
え
る
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
ま
ず
、
隆
兼
が
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
絵
師
と
考
え
ら
れ
て
き
た
か
に
目
を
向
け
て
み
る
。

一
、
験
記
絵
の
画
家
と
し
て
の
高
階
隆
兼

絵
師
隆
兼
は
、
前
述
の
と
お
り
表
一
の
よ
う
な
画
業
を
残
し
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
た
し
か
な
発
注
者
は
、
西
園
寺
公
衡
（
一
三

〇
九
年
頃
・
験
記
絵
）、
鷹
司
冬
平
（
一
三
一
二
年
・
影
向
図
）、
後
伏
見
院
（
年
次
不
詳
・
西
園
寺
妙
音
堂
妙
音
天
像
）、
花
園
院
（
一

三
二
〇
年
・
普
賢
菩
薩
像
の
裏
を
押
す
、
一
三
二
一
年
・
金
岡
筆
愛
染
明
王
像
を
写
す
）、
直
仁
親
王
（
年
次
不
詳
・
強
力
女
絵
、
う
い

の
せ
う
絵
、
香
助
絵
）
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
史
料
の
残
存
状
況
に
は
偏
り
が
あ
る
か
も
し
れ
ず
、
当
然
こ
れ
よ
り
多
く
の
作
品
を
手
が

け
、
ま
た
天
皇
や
公
卿
以
外
か
ら
の
依
頼
に
も
応
え
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
天
皇
や
公
卿
か
ら
の
依
頼
が
主
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か

だ
ろ
う
。
天
皇
や
公
卿
は
彼
の
絵
を
愛
で
、
ま
た
彼
は
愛
で
ら
れ
る
べ
き
絵
を
制
作
し
た
。
貴
顕
に
重
用
さ
れ
た
隆
兼
は
、
そ
の
後
、
何

者
に
よ
っ
て
、
い
か
な
る
観
点
に
お
い
て
、
ど
ん
な
評
価
を
受
け
た
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
、
概
観
す
る
。

一
三
三
〇
年
に
賀
茂
祭
礼
双
紙
を
写
し
た
と
い
う
記
録
を
さ
い
ご
に
、
隆
兼
の
そ
の
後
の
活
動
は
、
史
料
に
し
ば
ら
く
あ
ら
わ
れ
な

い
。
つ
ぎ
に
史
料
に
あ
ら
わ
れ
る
の
は
隆
兼
活
動
期
か
ら
お
よ
そ
一
〇
〇
年
後
の
永
享
十
年
（
一
四
三
八
）
で
あ
る
。『
看
聞
日
記
』
の

同
年
二
月
二
十
七
日
条
）
2
（

に
、

抑
鳴
瀧
殿
御
絵
春
日
御
縁
起
中
書
一
合
〈
廿
巻
〉
借
給
。
拝
見
殊
勝
也
。
件
御
絵
萩
原
殿
御
物
也
。
往
昔
伏
見
殿
暫
被
預
申
。
再
会
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不
思
議
也
。
此
絵
正
本
春
日
社
被
奉
納
。
先
年
鹿
苑
院
殿
絵
合
之
時
。
自
社
頭
被
出
了
。
其
時
拝
見
了
。
絵
所
預
隆
兼
書
之
。
名
筆

也
。
竹
内
左
大
臣
依
立
願
新
調
。
春
日
社
被
奉
納
。
其
中
書
也
。〈
隆
兼
同
筆
。〉（
傍
線
筆
者
、
以
下
同
様
）

と
、
験
記
絵
を
描
い
た
絵
師
と
し
て
登
場
す
る
。
こ
こ
で
日
記
の
筆
者
で
あ
る
伏
見
宮
貞
成
親
王
（
一
三
七
二
〜
一
四
五
六
）
は
、
験
記

絵
の
中
書
を
「
拝
見
」
し
、「
殊
勝
」
で
あ
る
と
評
価
し
て
い
る
。
貞
成
親
王
は
鹿
苑
院
殿
絵
合
の
と
き
に
は
験
記
絵
の
正
本
を
拝
見
し

た
と
記
す
が
、
高
岸
輝
氏
は
鹿
苑
院
殿
絵
合
の
文
化
的
影
響
力
の
高
さ
を
強
調
し
て
、
こ
の
絵
合
を
隆
兼
伝
説
の
起
点
と
位
置
づ
け
る
）
3
（

。

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
記
事
は
、
隆
兼
活
動
期
よ
り
お
よ
そ
二
〇
〇
年
後
に
あ
ら
わ
れ
る
。
三
条
西
実
隆
（
一
四
五
五
〜
一
五
三
七
）
の

日
記
『
実
隆
公
記
』
文
亀
元
年
（
一
五
〇
一
）
九
月
十
八
日
条
）
4
（

に
は
、

十
八
日
癸
巳
霽
、
入
夜
雨
降
、
雑
舎
令
葺
屋
、
畫
所
預
土
左
形
部
小
輔
光
信
来
、
北
野
社
本
地
絵
先
年
紛
失
、
今
度
可
新
図
、
件
墨

書
大
底
出
現
、
彼
詞
事
予
可
令
清
書
由
、
松
梅
院
先
日
以
波
々
伯
部
所
望
、
領
状
之
間
委
細
絵
事
可
相
談
由
也
、
当
時
写
経
不
得
隙

之
間
、
静
加
披
見
可
報
所
存
之
由
命
了
。
其
次
春
日
縁
起
絵
下
書
高マ

マ

兼
感
神
霊
之
告
之
事
等
相
語
、
有
興
、（
…
…
後
略
）

と
記
さ
れ
る
。
隆
兼
は
験
記
絵
の
下
書
を
制
作
す
る
際
に
「
神
霊
之
告
」
を
「
感
」
じ
た
と
い
う
。
こ
れ
を
、
土
佐
光
信
が
三
条
西
実
隆

に
語
り
、
そ
し
て
実
隆
は
「
有
興
」
と
感
想
を
記
し
て
い
る
。

実
隆
周
辺
で
隆
兼
の
画
風
が
ど
う
評
価
さ
れ
て
い
た
の
か
が
垣
間
見
え
る
好
作
例
が
、
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
で
あ
る
。
桑
実
寺
縁
起
絵

巻
は
享
禄
五
年
（
一
五
三
二
）、
将
軍
足
利
義
晴
の
発
願
に
よ
り
、
実
隆
が
詞
を
起
草
し
、
光
信
の
子
で
あ
る
光
茂
が
絵
を
担
当
し
制
作

さ
れ
た
。
こ
の
前
年
、
享
禄
四
年
（
一
五
三
一
）
に
は
ほ
ぼ
同
じ
メ
ン
バ
ー
（
詞
書
染
筆
者
は
後
奈
良
天
皇
・
青
蓮
院
尊
鎮
・
三
条
西
実

4



高階隆兼の画業再考

隆
、
絵
師
は
土
佐
光
茂
）
で
当
麻
寺
縁
起
絵
巻
を
制
作
し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
ふ
た
つ
の
絵
巻
の
画
風
は
大
き
く
異
な
る
。
す
な
わ
ち

当
麻
寺
縁
起
絵
巻
が
比
較
的
枯
淡
な
画
風
を
示
す
の
に
対
し
、
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
に
は
濃
厚
な
彩
色
が
施
さ
れ
、
ま
た
細
部
の
描
き
込
み

も
緻
密
に
行
わ
れ
る
。
こ
の
違
い
は
、
光
茂
個
人
の
画
風
展
開
と
い
っ
た
範
疇
で
説
明
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
意
図
を

も
っ
て
選
択
さ
れ
た
結
果
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
濃
厚
な
彩
色
、
緻
密
な
描
き
込
み
と
い
っ
た
評
言
は
、
験
記
絵
に
対
し
て
し
ば
し

ば
用
い
ら
れ
る
も
の
で
、
一
説
に
は
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
の
制
作
に
あ
た
っ
て
実
隆
は
験
記
絵
の
「
再
現
」
を
意
図
し
た
と
す
る
意
見
も
あ

る
）
5
（

。
で
は
、
こ
の
「
再
現
」
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
何
か
と
考
え
る
と
、
こ
の
絵
巻
に
託
さ
れ
た
「
機
能
」
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
亀

井
若
菜
氏
に
よ
れ
ば
、
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
に
は
天
皇
の
姿
や
都
の
文
化
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
絵
巻
は
発
願
者
で
あ
る
将
軍
義
晴
の

正
当
性
を
主
張
す
る
機
能
を
有
し
て
い
た
と
い
う
）
6
（

。
こ
れ
ら
の
意
見
に
従
え
ば
、
実
隆
は
隆
兼
の
画
風
を
―
厳
密
に
言
え
ば
験
記
絵
の
画

風
を
―
王
朝
文
化
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
古
典
と
位
置
づ
け
、
権
力
の
正
当
性
を
主
張
す
る
「
機
能
」
を
絵
巻
に
持
た
せ
ん
が
た
め
に
、
隆

兼
の
画
風
を
「
再
現
」
し
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
こ
う
い
っ
た
位
置
づ
け
を
よ
り
強
固
に
し
た
一
要
素
が
、
霊
感
を
伴
っ
て
験
記
絵
中

書
を
制
作
し
た
と
い
う
隆
兼
に
ま
つ
わ
る
伝
説
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
近
世
の
資
料
（『
本
朝
画
史
』、『
好
古
小
録
』、『
遠
碧
軒
記
』）
に
は
、
文
永
元
年
（
一
二
六
四
）
為
信
筆
の
賀
茂
祭
草
紙
を

元
徳
二
年
（
一
三
三
〇
）
に
隆
兼
が
写
し
た
と
の
記
録
が
残
る
）
7
（

が
、
な
か
で
も
、
藤
貞
幹
『
好
古
小
録
』
は
「
原
本
ト
相
比
セ
バ
、
出
藍

ノ
勢
有
ン
者
也
」
と
隆
兼
筆
の
元
徳
摸
本
を
褒
め
称
え
て
い
る
。
貞
幹
は
、
同
書
の
春
日
権
現
験
記
絵
の
項
で
は
、「
隆
兼
、
画
力
精
好

微
物
ト
イ
ヘ
ド
モ
苟
モ
セ
ズ
、
古
今
ノ
絵
詞
伝
数
種
有
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
好
古
ノ
益
ア
ル
、
此
験
記
ニ
並
ブ
者
ア
ラ
ン
ヤ
。
年
中
行
事
ノ
画

ト
伯
仲
ス
。
惟
、
識
者
ノ
偏
ク
熟
覧
ス
ル
事
ア
タ
ハ
ザ
ル
ヲ
遺
憾
ト
ス
ベ
シ
。」
と
、「
好
古
ノ
益
ア
ル
」
点
に
お
い
て
験
記
絵
を
高
く
評

価
す
る
と
と
も
に
、
熟
覧
が
容
易
で
な
い
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
。

隆
兼
の
名
声
は
常
に
験
記
絵
と
と
も
に
き
こ
え
て
く
る
。
隆
兼
に
ふ
れ
て
験
記
絵
に
ふ
れ
ぬ
も
の
は
な
い
。
こ
れ
は
近
代
以
降
の
美
術

5



史
学
研
究
の
文
脈
に
お
い
て
も
同
様
で
、
た
と
え
ば
『
國
華
』
所
収
の
論
文
を
み
て
も
、「
春
日
権
現
験
記
絵
巻
」（
明
治
二
十
五
年
、
三

一
号
）、「
高
階
隆
兼
筆
春
日
権
現
験
記
」（
明
治
三
十
五
年
、
一
四
〇
号
）、「
高
階
隆
兼
筆
春
日
権
現
験
記
画
巻
」（
明
治
三
十
七
年
、
一

六
四
号
）、「
高
階
隆
兼
筆
春
日
権
現
験
記
画
巻
」（
明
治
四
十
三
年
、
二
四
一
号
）
と
い
う
よ
う
に
、
隆
兼
は
験
記
絵
と
表
裏
一
体
で
語

ら
れ
る
。
冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
隆
兼
像
は
、
彼
の
代
表
的
な
一
面
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
そ
の
反
面
、
こ

の
隆
兼
像
が
か
え
っ
て
史
料
の
解
釈
を
一
面
的
に
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
以
下
で
は
、
験
記
絵
を
描
い
た
宮
廷
絵
師
と
い
う
従
来
の
隆
兼
像
を
い
っ
た
ん
留
保
し
、
事
績
の
読
み
直
し
を
試
み
る
。
立
ち

現
れ
る
の
は
、
彫
刻
作
品
に
彩
色
を
施
す
彼
の
す
が
た
で
あ
る
。

二
、
彫
刻
作
品
の
彩
色

（
一
）
獅
子
狛
犬
へ
の
彩
色

賀
茂
別
雷
神
社
（
上
賀
茂
神
社
）
に
所
蔵
さ
れ
る
「
賀
茂
社
嘉
元
三
年
遷
宮
記
」
は
、
嘉
元
三
年
（
一
三
〇
五
）
の
遷
宮
に
関
し
て
、

社
殿
造
営
の
経
緯
や
遷
宮
に
か
か
わ
る
儀
式
の
次
第
に
つ
い
て
記
す
。
こ
の
史
料
の
翻
刻
を
お
こ
な
っ
た
須
磨
千
頴
氏
に
よ
る
と
、
底
本

は
、
嘉
元
三
年
（
一
三
〇
五
）
当
時
に
社
務
を
つ
と
め
て
い
た
賀
茂
経
久
の
自
筆
原
本
で
あ
る
と
い
う
）
8
（

。

隆
兼
の
名
が
記
さ
れ
る
部
分
を
次
に
掲
げ
る
。

一
、
御
と
の
わ
き
の
師
子
、
去
五
日
ゑ
所
参
て
か
く
、
其
人
数

右
こ
ん
の
し
や
う
け
ん
た
か
ゝ
ぬ
〈
ゑ
所
也
、〉　

さ
こ
の
し
や
う
け
ん
の
ふ
た
か　

又
さ
こ
ん
の
し
や
う
け
ん
た
か
氏　

む
く
の
す

6
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け
久
た
か

ゆ
や
の
ら
に
入
て
わ
う
ハ
ン
つ
か
ハ
す
、
馬
一
疋
・
す
ゝ
し
の
き
ぬ
一
両
つ
か
ハ
す
、
を
の
〳
〵
せ
ん
き
也
）
9
（

「
た
か
ゝ
ぬ
」
に
付
さ
れ
た
「
う
こ
ん
の
し
や
う
け
ん
」
と
い
う
地
位
や
、「
ゑ
所
」
と
い
う
所
属
は
、
い
ず
れ
も
験
記
絵
目
録
に
記
さ

れ
る
隆
兼
の
そ
れ
と
一
致
し
て
お
り
、「
た
か
ゝ
ぬ
」
は
高
階
隆
兼
を
指
す
も
の
と
し
て
疑
い
な
い
。
こ
の
史
料
か
ら
は
以
下
の
こ
と
が

読
み
取
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
御
と
の
わ
き
の
師
子
」
を
五
日
（
嘉
元
三
年
八
月
）
に
絵
所
か
ら
絵
師
が
参
じ
て
か
い
た
。
参
じ
た
者
は
、

隆
兼
、
の
ぶ
た
か
、
た
か
氏
、
久
た
か
の
四
名
で
あ
る
。
ま
た
、
湯
屋
の
廊
下
で
食
事
を
と
ら
せ
、
馬
一
疋
と
生
絹
の
衣
一
両
を
与
え

た
。
こ
れ
ら
は
先
例
に
則
っ
た
も
の
で
あ
る
。

隆
兼
以
下
四
名
は
い
ず
れ
も
「
た
か
」
の
音
で
通
じ
る
こ
と
か
ら
、
四
名
は
こ
の
事
業
の
た
め
に
寄
せ
集
め
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
ひ

と
つ
の
工
房
を
形
成
し
て
い
た
と
思
わ
れ
、
な
か
で
も
隆
兼
が
筆
頭
に
記
さ
れ
て
い
る
点
は
、
隆
兼
の
立
ち
位
置
を
反
映
し
て
い
る
と
い

え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
史
料
に
つ
い
て
の
従
来
の
解
釈
は
、
隆
兼
は
「
上
賀
茂
社
戸
の
脇
の
獅
子
を
描
」
い
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
）
10
（

。
た
し
か
に
、
現
在

の
上
賀
茂
社
の
本
殿
と
権
殿
の
戸
に
は
賢
聖
障
子
の
獅
子
を
模
し
た
「
影
狛
」
と
通
称
さ
れ
る
獅
子
の
絵
が
描
か
れ
て
い
る
。
賢
聖
障
子

の
成
立
は
延
喜
年
間
を
さ
ほ
ど
遡
ら
な
い
時
期
と
考
え
ら
れ
て
い
る
）
11
（

た
め
、
隆
兼
の
時
代
に
影
狛
が
描
か
れ
る
可
能
性
は
十
分
考
え
ら

れ
、
ま
た
、
十
五
世
紀
室
町
時
代
の
制
作
と
さ
れ
る
賀
茂
別
雷
神
社
境
内
絵
図
（
京
都
・
賀
茂
別
雷
神
社
蔵
）
に
は
影
狛
の
姿
が
確
認
で

き
る
。

し
か
し
、
十
五
世
紀
の
遺
品
に
影
狛
が
確
認
で
き
る
と
は
い
え
、
こ
の
こ
と
は
隆
兼
が
影
狛
を
描
い
た
と
判
断
す
る
積
極
的
な
根
拠
に

は
な
り
え
ず
、
こ
の
史
料
の
全
体
を
虚
心
に
読
み
通
す
と
、
む
し
ろ
別
の
解
釈
の
可
能
性
が
想
定
で
き
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
以
下
く
わ
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し
く
述
べ
る
。

次
に
掲
げ
る
の
は
、
先
に
引
用
し
た
「
一
、
御
と
の
わ
き
の
師
子
、
去
五
日
ゑ
所
参
て
か
く
、」
の
直
前
の
部
分
で
あ
る
。

一
、
去
二
日
、
木
つ
く
り
の
師
子
こ
ま
い
ぬ
四
、
仏
師
い
ん
け
ん
法
印
か
も
と
よ
り
入
ま
い
ら
す
、
ふ
行
ま
に
一
大
夫
よ
り
久
、
前

に
ハ
二
か
し
ら
、
正
殿
斗
た
り
と
い
へ
と
も
、
は
そ
む
に
よ
て
こ
の
た
ひ
四
か
し
ら
つ
く
り
ま
い
ら
す
る
也
）
12
（

、

こ
れ
に
よ
る
と
、
二
日
、
木
造
の
獅
子
が
四
体
、「
仏
師
い
ん
け
ん
」（「
い
ん
け
ん
」
は
院
憲
の
こ
と
か
）
13
（

）
の
と
こ
ろ
か
ら
運
び
込
ま

れ
た
こ
と
、
以
前
の
造
替
で
は
正
殿
二
体
の
み
で
あ
っ
た
が
、
今
回
は
破
損
し
て
い
た
た
め
四
体
つ
く
ら
せ
た
こ
と
、
が
読
み
取
れ
る
。

そ
し
て
院
憲
作
の
獅
子
狛
犬
が
運
び
込
ま
れ
た
三
日
後
に
、
隆
兼
一
行
は
賀
茂
社
に
出
向
い
て
い
る
。

さ
ら
に
、
本
史
料
の
後
半
、
造
替
の
過
程
で
新
た
に
調
進
さ
れ
た
器
物
に
つ
い
て
、
そ
の
法
量
や
材
質
、
調
進
経
緯
を
記
す
箇
所
に

は
、

一
、
御
と
の
わ
き
の
師
子

0

0

0

0

0

0

0

0

四
〈
こ
ま
い
ぬ
〉、
二
社
分
、

こ
れ
ハ
正
殿
の
を
わ
た
殿
へ
ハ
わ
た
し
ま
い
ら
す
る
を
、
こ
の
た
ひ
ハ
ミ
な
つ
く
り
か
へ
ま
い
ら
せ
了
、
其
ゆ
へ
ハ
正
殿
の
師
子
ミ

な
そ
ん
せ
さ
せ
給
ゆ
へ
也
、　
（
傍
点
筆
者
、
以
下
同
様
）

と
記
さ
れ
る
。
引
用
部
は
、
通
例
で
あ
れ
ば
正
殿
の
獅
子
を
渡
殿
へ
置
き
換
え
る
た
め
新
造
す
る
の
は
二
体
だ
が
、
今
回
は
正
殿
の
獅

子
が
破
損
し
て
い
た
た
め
四
体
す
べ
て
を
造
り
替
え
た
、
と
い
う
事
情
を
つ
た
え
る
。

8
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こ
こ
に
記
さ
れ
る
経
緯
は
、
さ
き
の
「
一
、
去
二
日
、
木
つ
く
り
の
師
子
こ
ま
い
ぬ
」
の
記
事
が
伝
え
る
経
緯
に
一
致
し
て
お
り
、
仏

師
院
憲
が
制
作
し
た
獅
子
に
関
す
る
記
述
と
し
て
間
違
い
な
い
。
注
目
し
た
い
の
は
、
最
初
に
引
用
し
た
隆
兼
の
名
が
記
さ
れ
る
部
分
で

の
獅
子
の
呼
び
方
で
、
そ
こ
に
は
「
御
と
の
わ
き
の
師
子
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
隆
兼
が
「
か
」
い
た
獅
子
狛

犬
と
、
院
憲
が
持
ち
込
ん
だ
獅
子
狛
犬
は
同
一
の
呼
称
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
は
同
一
の
対
象
を
指
す
も
の
と
想
定
で

き
る
。

加
え
て
、
造
替
に
か
か
っ
た
費
用
を
列
挙
す
る
箇
所
に
は
「
師
子
こ
ま
い
ぬ
四　

代
二
十
九
貫
文
）
14
（

」
と
記
さ
れ
る
の
み
で
、
板
絵
の
獅

子
狛
犬
に
関
す
る
費
用
は
計
上
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
注
意
さ
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
隆
兼
以
下
四
名
は
、
影
狛
と
通
称
さ
れ
る
板
絵
を
描
い
た
の
で
は
な
く
、
仏
師
院
憲
が
制
作
し
た
四
体
の
獅
子
狛

犬
に
彩
色
を
行
っ
た
と
解
釈
す
る
の
が
妥
当
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
す
で
に
触
れ
た
賀
茂
別
雷
神
社
境
内
絵
図
に
描
か
れ
る
影
狛
が
隆
兼
の

頃
に
仮
に
成
立
し
て
い
た
に
せ
よ
、
こ
の
史
料
が
伝
え
て
い
る
の
は
、
隆
兼
は
彫
像
の
彩
色
を
担
当
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

な
お
、
嘉
元
三
年
の
遷
宮
記
録
と
し
て
は
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
「
賀
茂
社
嘉
元
三
年
遷
宮
記
」
の
ほ
か
に
、「
嘉
元
三
年
御
遷
宮
記
）
15
（

」

な
る
史
料
も
存
在
す
る
。
こ
ち
ら
の
記
録
は
「
賀
茂
社
嘉
元
三
年
遷
宮
記
」
を
記
し
た
神
主
経
久
の
次
男
で
当
時
の
社
司
で
あ
っ
た
森
基

久
が
記
し
た
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
は
神
主
経
久
と
社
司
基
久
の
そ
れ
ぞ
れ
の
遷
宮
へ
の
関
与
の
度
合
い
を
反
映
し
、
同
じ
出

来
事
に
つ
い
て
も
記
述
の
分
量
に
粗
密
が
あ
る
。
社
司
基
久
が
記
し
た
「
嘉
元
三
年
御
遷
宮
記
」
に
は
、
隆
兼
の
名
は
登
場
せ
ず
、
単
に

「
八
月
五
日
参
絵
師
師
子
駒
犬
事
）
16
（

」
と
簡
潔
に
記
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
神
主
経
久
が
記
し
た
「
賀
茂
社
嘉
元
三
年
遷
宮
記
」
で
は
、
隆

兼
を
含
め
た
絵
師
四
名
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
神
主
経
久
は
、
社
司
基
久
に
比
べ
て
隆
兼
に
よ
り
近
い
と

こ
ろ
に
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
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（
二
）
神
像
の
彩
色

『
公
衡
公
記
』
正
和
四
年
（
一
三
一
五
）
四
月
二
十
五
日
条
に
は
、
日
吉
社
の
神
輿
造
替
に
関
す
る
記
事
が
収
め
ら
れ
る
。『
公
衡
公

記
』
の
こ
の
日
の
記
事
は
「
日
吉
神
輿
造
替
例
事
」、「
日
吉
神
輿
造
替
事
」、「
日
吉
社
神
輿
七
基
造
替
幷
神
寶
・
雑
人
装
束
調
進
雑
事
」

な
ど
と
題
し
た
記
事
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、「
道
々
輩
交
名
」
と
題
し
た
一
節
に
は
、
神
輿
造
替
に
関
わ
っ
た
工
人
名
が
記

録
さ
れ
る
。
大
宮
、
二
宮
、
聖
眞
子
な
ど
全
七
基
の
神
輿
ご
と
に
、
関
わ
っ
た
工
人
の
職
種
、
工
人
の
名
前
を
記
し
て
い
る
。
工
人
の
職

種
は
、
番
匠
、
漆
工
、
蒔
絵
師
、
銅
細
工
な
ど
神
輿
ご
と
に
二
十
九
〜
三
十
六
種
に
及
び
、
職
種
名
に
続
け
て
し
ば
し
ば
工
人
名
が
併
記

さ
れ
る
。

た
と
え
ば
、
一
宮
の
神
輿
に
つ
い
て
の
記
事
）
17
（

を
引
用
す
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

大
宮

番
匠
〈
國
弘
〉、
漆
工
〈
清
光
〉、
蒔
絵
師
〈
佛
成
〉、

銅
細
工
〈
禅
覚
〉、
打
物
師
〈
同
〉、
鋳
物
師
〈
観
法
〉、

鏡
造
〈
願
正
〉、
鍛
冶
〈
西
蓮
〉、
平
文
師
〈
光
阿
〉、

玉
造
〈
守
清
〉、
貝
摺
〈
安
弘
〉、
錦
織
〈
教
願
〉、

綾
織
〈
同
〉、
両
面
織
〈
宗
延
〉、
繍
師
〈
阿
念
〉、

組
師
〈
蓮
心
〉、
平
緒
〈
組
命
婦
〉、
大
刀
造
〈
禅
覚
〉、

木
道
、
茜
染
〈
西
願
〉、
紅
染
〈
四
条
〉、

10
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紺
掻
〈
尼
蓮
心
〉、
大
鼓
張
〈
為
直
〉、
甲
造
〈
延
元
〉、

乱
緒
造
〈
光
寂
〉、
獅
子
舞
〈
大
頭
行
次
・
小
頭
貞
幸
〉、
油
単
師
〈
正
智
〉、

轆
轤
師
、
打
殿
、
障
子
張
、

冠
師
〈
守
行
〉、
木
仏
師
〈
三
条
法
印
朝
円･

法
眼
性
慶
〉、
絵
師
〈
隆
兼
〉、

女
工
所
、
御
細
工
〈
僧
定
快
〉、
畳
差
〈
久
吉
〉、

つ
づ
く
、
二
宮
以
下
の
神
輿
も
同
様
の
体
裁
で
記
さ
れ
る
。
全
七
基
の
神
輿
に
つ
い
て
こ
れ
ら
を
ま
と
め
た
も
の
が
表
二
で
あ
る
。

前
述
の
と
お
り
工
人
の
種
類
は
、
番
匠
、
漆
工
、
蒔
絵
師
、
銅
細
工
な
ど
二
十
九
か
ら
三
十
六
種
に
及
び
、
そ
し
て
各
々
の
工
人
が
担

当
し
た
神
輿
の
数
は
様
々
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
と
え
ば
、
紅
染
の
よ
う
に
七
基
す
べ
て
の
神
輿
を
ひ
と
り
で
担
当
す
る
工
人
も
い

れ
ば
、
蒔
絵
師
の
よ
う
に
全
て
の
神
輿
を
別
々
の
工
人
が
担
当
し
た
例
も
見
ら
れ
る
。

隆
兼
は
こ
の
と
き
、
日
吉
社
の
な
か
で
も
と
り
わ
け
重
要
な
祭
神
で
あ
る
、
大
宮
社
、
二
宮
社
、
聖
眞
子
社
（
こ
れ
ら
三
社
は
ま
と
め

て
三
聖
と
呼
ば
れ
る
）
の
三
基
を
担
当
し
て
い
る
。
木
仏
師
の
工
人
名
に
注
目
す
る
と
、
法
眼
性
慶
、
法
眼
良
雲
の
名
が
確
認
で
き
る

が
、
注
目
す
べ
き
は
そ
の
組
み
合
わ
せ
で
、
法
眼
性
慶
が
担
当
し
た
、
大
宮
、
二
宮
、
聖
眞
子
の
各
社
は
隆
兼
が
担
当
し
、
木
仏
師
良
雲

が
担
当
し
た
客
人
、
十
禅
師
、
三
宮
の
各
社
は
快
経
や
尊
有
）
18
（

な
る
絵
師
が
担
当
し
て
お
り
、
木
仏
師
と
絵
師
が
グ
ル
ー
プ
で
仕
事
を
行
っ

て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
隆
兼
が
三
聖
を
担
当
し
て
い
る
点
か
ら
は
、
ほ
か
の
三
柱
の
祭
神
を
担
当
し
た
絵
師
に
比
し
て
よ
り
格

の
高
い
絵
師
と
み
な
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

木
仏
師
・
性
慶
）
19
（

は
、
四
点
の
在
銘
作
例
が
現
存
し
、
鎌
倉
末
か
ら
南
北
朝
期
の
活
動
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
仏
師
と
し
て
の
位
置
づ
け

は
未
詳
な
点
が
多
く
、
そ
の
系
譜
は
今
後
な
お
検
討
を
要
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
）
20
（

が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
隆
兼
と
の
関
わ
り
で
注
目
し

11



三
宮

十
禅
師

客
人

八
王
子

聖
真
子

二
宮

大
宮

國
弘

行
安

西
蓮

行
安

國
安

末
吉

西
蓮

鍛
冶

宗
時
・
光
守

顕
性

見
阿

行
則
・
顕
性

是
法
、
心
性

禅
法
、
善
法

光
阿

平
文
師

為
綱

妙
法

守
清

為
綱

成
佛

妙
法

守
清

玉
造

安
弘

安
弘

景
永

安
弘

安
弘

安
弘

安
弘

貝
摺

―
教
願
・
廣
継

宗
清

教
願

宗
清

廣
継

教
願

錦
織

―
教
願
・
廣
継

同 同 宗
清

同 同 綾
織

― 宗
延

宗
延

宗
延

宗
延

宗
延

宗
延

両
面
織

行
吉 ― 道

覚
千
光

有
國

正
阿

阿
念

繍
師

命
婦

中
御
門

命
婦

道
忍

中
御
門

蓮
心

蓮
心

組
師

組
命
婦

平
緒

三
宮

十
禅
師

客
人

八
王
子

聖
真
子

二
宮

大
宮

大
伴
定
弘

國
弘

國
弘

國
弘

宗
方

大
伴
定
弘

國
弘

番
匠

随
観
・
吉
行
・
守
弘

法
阿
・
國
友

道
性
・
正
円
・
友
長

吉
永
・
友
重

守
氏

清
元
・
守
近

清
光

漆
工

妙
蓮

國
光

貞
憲
・
蓮
月

良
円

称
覚

助
時

佛
成

蒔
絵
師

妙
阿
・
助
村

宗
円

正
阿

末
則

称
念
、
國
近

蓮
性

禅
覚

銅
細
工

同 同 同 同 同 同 同 打
物
師

良
心
・
末
貞

正
印

禅
忍

重
光

心
蓮

友
光

観
法

鋳
物
師

願
正

善
願

善
願

重
光

善
願

願
正

願
正

鏡
造

【
表
二
】「
道
々
輩
交
名
」『
公
衡
公
記
』
正
和
四
年
四
月
二
十
五
日
条

12
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三
宮

十
禅
師

客
人

八
王
子

聖
真
子

二
宮

大
宮

禅
覚

大
刀
造

― 木
道

西
願

浄
円

浄
円

浄
円

浄
円

西
願

西
願

茜
染

四
条

四
条

四
条

四
条

四
条

四
条

四
条

紅
染

上
野

宗
延

上
野

宗
延

宗
延

蓮
心

尼
蓮
心

紺
掻

為
直

大
鼓
張

延
元

延
元

延
元

延
元

正
元

正
元

延
元

甲
造

光
寂

光
寂

光
寂

光
寂

光
寂

光
寂

光
寂

乱
緒
造

末
貞

大
頭
行
次
、

小
頭
貞
幸

師
子
舞

正
智 ― 宗

延
信
親

信
親

信
智

正
智

油
單
師

― 轆
轤
師

― ― ― ― ― ― ― 打
殿

― ― ― ― ― ― ―
障
子
張

三
宮

十
禅
師

客
人

八
王
子

聖
真
子

二
宮

大
宮

守
行

冠
師

法
眼
良
雲

法
眼
良
雲

法
眼
良
雲

法
眼
性
慶

法
眼
性
慶

三
条
法
印
朝
円
・

法
眼
性
慶

木
佛
師

法
眼
快
経

法
眼
尊
有

法
眼
快
経

隆
兼

隆
兼

隆
兼

絵
師

― ― ― ― ― ―
女
工
所

定
快

定
快

定
快

定
快

定
快

定
快

僧
定
快

御
細
工

久
吉

久
吉

久
吉

久
吉

久
吉

久
吉

畳
差

〈
凡
例
〉

・『
公
衡
公
記
』
正
和
四
年
四
月
二
十
五
日
条
所
収
の
「
道
々

輩
交
名
」
を
基
に
筆
者
が
作
成
。

・ 

は
、
職
種
名
の
項
目
が
立
て
ら
れ
な
い
こ
と
を
示
す
。

・ 

―
―	

は
、
職
種
名
の
項
目
は
立
て
ら
れ
る
も
の
の
工
人
名

が
記
さ
れ
な
い
こ
と
を
示
す
。

13



た
い
の
は
、
性
慶
が
元
享
四
年
（
一
三
二
四
）
の
年
紀
の
あ
る
京
都
・
東
福
寺
永
明
院
の
宝
冠
釈
迦
如
来
坐
像
の
胎
内
銘
に
「
西
園
寺
大

仏
師
法
印
性
慶
」
と
記
す
こ
と
で
あ
る
。
隆
兼
の
代
表
作
で
あ
る
験
記
絵
は
、
西
園
寺
公
衡
を
発
願
者
に
、
延
慶
二
年
頃
に
制
作
が
進
め

ら
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
て
お
り
、
つ
ま
り
隆
兼
と
性
慶
は
ほ
ぼ
同
じ
時
代
に
西
園
寺
家
の
庇
護
を
受
け
て
活
動
し
た
こ
と
に
な
る
。

さ
て
、
史
料
に
連
続
し
て
記
さ
れ
る
木
仏
師
と
絵
師
の
密
接
な
連
携
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て
、
彼
ら
は
こ
の
と
き
具
体
的
に
ど
ん
な
仕

事
を
担
当
し
た
の
か
。
工
人
の
職
種
名
、
あ
る
い
は
職
人
歌
合
絵
諸
本
に
描
か
れ
た
姿
か
ら
そ
の
担
当
を
推
定
す
る
と
、
番
匠
は
全
体
の

指
揮
監
督
を
、
漆
工
や
蒔
絵
師
は
神
輿
の
宮
殿
や
担
ぎ
棒
な
ど
の
表
面
仕
上
げ
を
、
銅
細
工
か
ら
平
文
師
ま
で
は
飾
り
金
具
の
制
作
を
担

当
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
玉
造
と
貝
摺
に
つ
い
て
も
、
鉱
物
や
貝
で
表
面
の
装
飾
を
担
当
し
た
こ
と
が
推
測
で
き
、
つ
づ
く
錦
織
や
綾

織
、
茜
染
と
い
っ
た
工
人
は
染
織
品
で
神
輿
を
飾
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
各
工
人
は
前
後
に
記
さ
れ
た
工
人
と
密
接
に
か

か
わ
り
な
が
ら
、
神
輿
を
完
成
さ
せ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
考
え
て
い
く
と
、
神
輿
の
本
体
に
つ
い
て
は
、
性
慶
や
隆
兼
が
担
当
し
た
箇

所
を
指
摘
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
そ
こ
で
、
性
慶
や
隆
兼
の
前
後
に
記
さ
れ
る
冠
師
や
畳
差
と
い
う
工
人
に
注
目
し
た
い
。
工
人
の
配
列

が
各
々
の
担
当
箇
所
と
密
接
に
関
わ
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
冠
師
、
木
仏
師
、
絵
師
、
畳
差
が
担
当
し
た
部
分
は
互
い
に
近
い
と

考
え
ら
れ
る
。
記
事
の
記
載
の
形
式
を
み
て
も
、
障
子
張
の
あ
と
で
改
行
し
て
い
る
点
は
、
障
子
張
と
冠
師
が
異
な
る
種
類
の
仕
事
を
担

当
し
た
こ
と
の
反
映
と
思
わ
れ
、
さ
ら
に
推
測
す
る
と
、
冠
師
以
下
の
工
人
は
、
こ
れ
以
前
に
記
さ
れ
た
工
人
と
は
別
種
の
仕
事
を
行
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
冠
師
以
下
の
工
人
が
何
を
担
当
し
た
の
か
。
こ
れ
を
考
え
る
と
き
に
重
要
と
な
る
作
例
が
、
比
叡
山
延
暦
寺
、
東
塔
の
定
心
院

に
伝
わ
っ
た
日
吉
山
王
三
聖
坐
像
（
図
一
）
で
あ
る
。
三
聖
、
す
な
わ
ち
大
宮
、
二
宮
、
聖
真
子
の
三
体
は
い
ず
れ
も
畳
を
模
し
た
台
座

に
す
わ
る
。
大
宮
は
唐
装
で
笏
を
持
ち
冠
を
戴
き
、
僧
形
の
二
宮
は
両
手
で
金
剛
合
掌
を
組
み
、
同
じ
く
僧
形
の
聖
真
子
は
右
手
に
団
扇

を
執
る
す
が
た
で
あ
る
）
21
（

。
ま
た
十
四
世
紀
初
め
の
制
作
と
考
え
ら
れ
る
滋
賀
・
西
教
寺
の
日
吉
山
王
曼
荼
羅
（
図
二
）
に
は
、
こ
れ
と
同

14
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図
一　

日
吉
山
王
三
聖
坐
像

　
　
　

比
叡
山
延
暦
寺 

定
心
院 

　
　
　

江
戸
時
代

図
二　

日
吉
山
王
曼
荼
羅
（
部
分
）

　
　
　

 

滋
賀
・
西
教
寺 

十
四
世
紀
初
め

図
三　

図
二
全
図

﹇
図
版
出
典
﹈

図
一
、二
、三
す
べ
て
『
神
仏
い
ま
す
近
江
』（
神
仏
い
ま
す
近
江
実
行
委
員

会
、
二
〇
一
一
年
）

15



様
の
図
像
の
、
大
宮
、
二
宮
、
聖
真
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
画
像
の
存
在
に
よ
り
、
定
心
院
像
の
よ
う
な
姿
の
神
像
が
、
十
四
世
紀

初
め
の
隆
兼
の
こ
ろ
に
存
在
し
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。「
道
々
輩
交
名
」
の
冠
師
の
項
目
は
、
大
宮
に
の
み
立
て
ら
れ
、

二
宮
と
聖
眞
子
に
は
冠
師
の
項
目
が
み
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
冠
師
は
御
神
体
が
頭
上
に
戴
く
冠
を
制
作
し
た
こ
と
を
示
す
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
御
神
体
そ
の
も
の
を
担
当
し
た
の
が
性
慶
と
隆
兼
、
つ
ま
り
神
像
を
性
慶
が
彫
り
、
隆
兼
が

そ
れ
に
彩
色
を
施
し
た
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
験
記
絵
を
制
作
し
た
伝
説
の
宮
廷
絵
所
絵
師
と
い
う
隆
兼
の
イ
メ
ー
ジ
を
い
っ
た
ん
留
保
し
、
事
績
の
読
み
直
し
を
試
み

た
。
そ
の
結
果
、
隆
兼
が
獅
子
狛
犬
や
神
像
と
い
っ
た
彫
刻
作
品
に
彩
色
を
施
し
て
い
た
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
。
本
稿
を
ふ
ま
え

て
、
今
後
の
隆
兼
研
究
の
可
能
性
を
探
る
な
ら
ば
、
隆
兼
作
品
と
仏
画
と
の
比
較
が
挙
げ
ら
れ
る
。

そ
も
そ
も
、
絵
所
絵
師
と
絵
仏
師
の
間
に
は
技
術
面
で
の
大
き
な
違
い
は
な
く
）
22
（

、
絵
所
絵
師
が
仏
画
を
描
く
と
い
う
事
例
も
少
な
く
な

い
）
23
（

。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
絵
師
と
絵
仏
師
を
二
項
対
立
的
に
捉
え
が
ち
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な

背
景
も
あ
っ
て
か
、
従
来
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
隆
兼
筆
玄
奘
三
蔵
絵
に
は
仏
画
図
像
と
の
関
連
を
指
摘
で
き
る
場
面
が

少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
）
24
（

。

た
と
え
ば
、
玄
奘
三
蔵
絵
巻
一
第
四
段
に
描
か
れ
る
波
は
、
画
面
の
下
方
三
分
の
二
で
は
右
や
左
へ
う
ね
る
よ
う
に
展
開
し
、
画
面
の

上
方
三
分
の
一
で
は
右
上
へ
の
一
方
向
に
広
が
る
と
い
う
、
上
下
二
層
構
造
を
有
す
る
が
、
こ
の
よ
う
な
形
態
の
波
は
、
管
見
の
か
ぎ
り

五
百
羅
漢
図
の
う
ち
水
上
移
動
幅
（
京
都
・
大
徳
寺
）、
不
動
明
王
二
童
子
像
（
滋
賀
・
恵
光
院
）、
山
越
阿
弥
陀
図
（
京
都
・
禅
林
寺
）、

16
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六
角
厨
子
奥
壁
画
補
陀
落
山
図
）
25
（

（
奈
良
・
法
隆
寺
）
に
確
認
で
き
る
。

ま
た
、
花
押
や
筆
跡
の
分
析
に
よ
り
玄
証
の
若
年
期
す
な
わ
ち
十
二
世
紀
後
半
に
描
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
玄
証
本
伽
耶
城
毘
沙

門
天
図
像
）
26
（

（
個
人
蔵
、
以
下
毘
沙
門
天
図
像
と
称
す
）
の
う
ち
、
画
面
上
部
に
描
か
れ
る
、
動
物
の
頭
部
を
象
っ
た
噴
水
に
酷
似
し
た
図

像
が
巻
六
第
二
段
に
見
出
せ
、
さ
ら
に
、
鷲
の
頭
の
か
た
ち
を
し
た
岩
山
に
よ
く
似
た
図
像
が
巻
六
第
四
段
）
27
（

に
み
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
近
似
を
い
か
な
る
観
点
か
ら
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
の
か
は
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
あ
る
。
玄
奘
三
蔵
絵
だ
け
で
な
く
験
記

絵
や
春
日
明
神
影
向
図
、
さ
ら
に
石
山
寺
縁
起
絵
や
駒
競
行
幸
絵
巻
な
ど
の
隆
兼
周
辺
作
例
を
網
羅
的
に
観
察
し
て
、
隆
兼
が
絵
画
制
作

に
お
い
て
仏
教
的
画
題
を
ど
の
よ
う
に
消
化
し
た
の
か
、
今
後
追
求
し
て
い
き
た
い
。

﹇
注
﹈

（
1
） 「
摂
籙
渡
庄
目
録
」は
、
嘉
元
三
年（
一
三
〇
四
）四
月
頃
に
制
作
さ
れ
た
殿
下
渡
庄
に
関
す
る
目
録
で
あ
る
。
本
目
録
の
法
成
寺
の
項
に
は
、「〈
会

所
隆
兼
相
伝
之
〉天
野
杣　

免
田
十
五
町　

年
貢
比（
檜
）□（
曽
）」（『
鎌
倉
遺
文
』二
二
一
九
六
号
）と
あ
る
。

 
 

殿
下
渡
庄
に
つ
い
て
は
、
橋
本
義
彦「
藤
氏
長
者
と
渡
領
」（『
平
安
貴
族
社
会
の
研
究
』吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
六
年
）に
詳
し
い
。

（
2
） 『
看
聞
日
記
』永
享
十
年（
一
四
三
八
）二
月
二
十
七
日
条
、『
看
聞
御
記　

下
巻
』五
二
一
頁
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
三
〇
年

（
3
） 

高
岸
輝「
室
町
時
代
に
お
け
る
高
階
隆
兼
の
伝
説
形
成
」『
美
術
史
論
集
』七
、
一
〜
九
頁
、
二
〇
〇
七
年
、
神
戸
大
学
美
術
史
研
究
会

（
4
） 『
実
隆
公
記
』文
亀
元
年（
一
五
〇
一
）九
月
十
八
日
条
、『
実
隆
公
記　

巻
三
ノ
下
』七
四
〇
頁
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
三
三
年

（
5
） 

吉
田
友
之「「
桑
実
寺
縁
起
絵
」の
制
作
」（『
続
日
本
絵
巻
大
成
一
三　

桑
実
寺
縁
起　

道
成
寺
縁
起
』一
二
七
〜
一
二
八
頁
、
一
九
八
二
年
）

 
 

若
杉
準
治「
絵
巻
の
歴
史
」『
大
絵
巻
展
』十
四
頁
、
京
都
国
立
博
物
館
、
二
〇
〇
六
年

（
6
） 

亀
井
若
菜「「
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
」に
つ
い
て
」（『
表
象
と
し
て
の
美
術
、
言
説
と
し
て
の
美
術
史
│
室
町
将
軍
足
利
義
晴
と
土
佐
光
茂
の
絵
画
』第

二
章
、
二
〇
〇
三
年
、
初
出
は『
國
華
』一
一
九
三
号
、
一
九
九
五
年
）
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（
7
） 

賀
茂
祭
草
紙
の
元
徳
摸
本
に
関
す
る
記
事
を
以
下
に
掲
げ
る
。

 
 

（
イ
）『
本
朝
画
史
』

 
 

「
隆
兼
為
絵
所
預
。
叙
四
品
。
何
許
人
。
能
画
。
有
賀
茂
祭
草
子
畫
後
書
曰
、
元
以
為
信
卿
筆
写
之
、
然
此
隆
兼
疑
是
土
佐
家
乎
。
当
時
光
信
叙

四
品
也
。
則
其
家
族
乎
。
又
不
知
官
家
氏
族
者
。」

 
 

（
ロ
）『
好
古
小
録
』

 
 

「
賀
茂
祭
草
子
、
一
巻

 
 

跋
云
、
此
絵
、
亀
山
院
御
絵
合
之
時
、
経
業
卿
所
調
進
也
。
画
為
信
卿
、
詞
定
成
朝
臣
書
之
。
元
徳
二
年
閏
六
月
中
旬
之
頃
令
写
之
。
画
絵
所
預

隆
兼
朝
臣
、
詞
入
道
内
蔵
権
頭
季
邦
朝
臣
写
之
。
幹
嘗
テ
、
展
翫
ス
ル
前
後
六
七
次
、
対
ス
ル
ゴ
ト
ニ
結
構
及
ビ
画
図
ノ
凡
ナ
ラ
ザ
ル
ヲ
覚
ユ
。

且
隆
兼
摸
ス
ル
所
ニ
シ
テ
、
隆
兼
ニ
非
ズ
。
隆
兼
、
摸
ニ
於
テ
己
ヲ
用
ザ
ル
ヲ
ミ
ル
ベ
シ
。
原
本
ト
相
比
セ
バ
、
出
藍
ノ
勢
有
ン
者
也
。」

 
 

（
ハ
）『
遠
碧
軒
記
』

 
 

「
東
大
寺
の
大
地
に
は
、
為
祈
願
成
就
公
家
衆
よ
り
縁
起
を
画
に
か
ゝ
せ
、
詞
書
を
筆
を
染
て
奉
納
の
事
、
時
々
有
故
に
幾
通
り
も
あ
る
も
の
な

り
。
東
大
寺
に
今
あ
る
に
尊
朝
親
王
の
詞
書
の
筆
者
の
あ
り
、
秋
田
屋
庄
吉
に
黒
谷
縁
起
あ
り
、
見
事
な
る
も
の
な
り
。
又
長
谷
縁
起
三
巻
う
り

も
の
に
出
づ
、
金
子
百
両
と
云
ふ
。
画
は
土
佐
の
上
代
隆
兼
の
筆
な
り
。
弓
削
屋
に
あ
る
賀
茂
祭
の
巻
物
も
、
こ
の
人
の
筆
也
。
西
行
の
手
に
南

良
西
行
と
云
あ
り
、
手
ぶ
り
少
し
か
は
れ
り
、
家
隆
に
も
外
に
一
通
あ
り
。」

 
 

　

な
お
、
こ
の
弓
削
屋
と
は
、
貞
享
二
年
刊「
京
羽
二
重
」（『
新
修 

京
都
叢
書
』第
二
巻
、
二
〇
〇
二
年
、
臨
川
書
店
）に
、
弓
削
屋
半
兵
衛
と
登

場
し
、「
四
條
柳
馬
場
東
ヘ
入
町
」に
居
を
構
え
た「
絵
目
利
」（
前
掲
書
二
〇
五
頁
）の
弓
削
屋
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
隆
兼
筆
と
伝
わ
る
巻
物

が
市
中
に
伝
わ
っ
て
い
る
状
況
か
ら
考
え
る
に
、
こ
の
と
き
す
で
に
隆
兼
は
貴
顕
の
あ
い
だ
だ
け
で
知
ら
れ
る
絵
師
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
8
） 

須
磨
千
頴「
賀
茂
社
嘉
元
三
年
遷
宮
記
」、『
賀
茂
文
化
研
究
』第
三
号
、
七
二
頁
〜
一
〇
四
頁
、
賀
茂
文
化
研
究
所
、
一
九
九
四
年

（
9
） 

須
磨
千
頴「
賀
茂
社
嘉
元
三
年
遷
宮
記
」、『
賀
茂
文
化
研
究
』第
三
号
、
九
三
頁

（
10
） 

谷
重
雄「
上
賀
茂
神
社
嘉
元
造
替
の
本
殿
」『
建
築
史
』第
二
巻
第
四
号
、
三
一
三
頁
、
一
九
四
〇
年

 
 

宮
島
新
一『
宮
廷
画
壇
史
の
研
究
』、
至
文
堂
、
一
九
九
六
年
、
一
〇
八
頁
〜
一
〇
九
頁

（
11
） 

川
本
重
雄
、
川
本
桂
子
、
三
浦
正
幸「
賢
聖
障
子
の
研
究（
上
）」『
國
華
』一
〇
二
八
号
、
一
九
七
九
年
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（
12
） 

須
磨
千
頴「
賀
茂
社
嘉
元
三
年
遷
宮
記
」、『
賀
茂
文
化
研
究
』第
三
号
、
九
三
頁

（
13
） 

こ
の
時
期
に
活
動
し「
い
ん
け
ん
」と
名
乗
っ
た
仏
師
と
し
て
は
、
院
派
仏
師
の
院
憲
が
考
え
ら
れ
る
。
院
憲
の
現
存
作
例
は
、
広
島
浄
土
寺
に

聖
徳
太
子
立
像（
孝
養
像
、
像
高
九
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
寄
木
造
り
、
玉
眼
彩
色
）が
あ
る
。
足
枘
に
は「
乾
元
二
年
法
印
院
憲
作
」と
銘
文

が
残
り
、
こ
れ
は
嘉
元
三
年（
一
三
〇
五
）の
賀
茂
別
雷
神
社
の
獅
子
新
造
の
二
年
前
に
あ
た
る
。
こ
の
孝
養
像
は
、
西
大
寺
の
律
僧
叡
尊
の
弟

子
で
あ
る
定
証
が
、
浄
土
寺
再
興
を
記
念
し
て
嘉
元
四
年（
一
三
〇
六
）に
記
し
た「
定
証
起
請
文
」に「
聖
徳
太
子
十
六
歳
御
躰
、
京
都
仏
師
印
憲

作
」と
登
場
す
る
像
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
14
） 

須
磨
千
頴「
賀
茂
社
嘉
元
三
年
遷
宮
記
」、『
賀
茂
文
化
研
究
』第
三
号
、
九
七
頁

（
15
） 

須
磨
千
頴「
賀
茂
別
雷
神
社「
嘉
元
三
年
御
遷
宮
記
」」『
賀
茂
文
化
研
究
』第
四
号
、
賀
茂
文
化
研
究
所
、
一
九
九
五
年

（
16
） 

社
司
森
基
久
が
記
し
た「
嘉
元
三
年
御
遷
宮
記
」に
み
え
る
絵
師（
隆
兼
）の
記
録
は
次
の
通
り
。

 
 

　
　

八
月
五
日
参
絵
師
師
子
駒
犬
事

 
 

　
　

小
埦
飯
一
具

 
 

　
　

飯
能
米
三
斗
四
升　

代
五
百
七
十〈
六
升
宛
、〉

 
 

　
　

酒
八
升〈
古
物
〉　

代
四
百
八
十〈
六
十
文
宛
、〉

 
 

　
　

さ
か
し
ほ〈
新
酒
〉　

代
百
三
十

 
 

　
　

合
八

 
 

　
　

は
す　

代
百　
　

鳥
二　

代
五
百

 
 

　
　

く
ら
け　

代
百
七
十　
　

し
ほ
引
一　

代
二
百
五
十
文

 
 

　
　

小
鳥　

代
百
五
十　
　

あ
ゆ
の
鮨　

代
百

 
 

　
　

た
こ　

代
百
五
十　
　

や
き
あ
ゆ　

代
百

 
 

　
　
（
…
中
略
…
）

 
 

　
　

生
衣
一　

馬
一
疋〈
葦
毛
遣
送
之
、
湯
屋
ニ
宿
、〉

 
 

　
　

馬
者
舎
人
引
て
送
、
衣
者
長
櫃
に
入
て
遣
之
、

19



 
 

　

隆
兼
の
名
を
記
さ
な
い
一
方
で
、
隆
兼
ら
に
与
え
た
と
思
わ
れ
る
食
事
、
褒
賞
の
細
目
に
つ
い
て
詳
細
に
記
し
て
い
る
。
こ
の
点
、
神
主
経
久

が「
ゆ
や
の
ら
に
入
て
わ
う
ハ
ン
つ
か
ハ
す
、
馬
一
疋
・
す
ゝ
し
の
き
ぬ
一
両
つ
か
ハ
す
」と
簡
潔
に
記
す
の
と
好
対
照
を
な
す
。

（
17
） 『
公
衡
公
記
』正
和
四
年（
一
三
一
五
）四
月
二
十
五
日
条
、『
公
衡
公
記　

第
二
』（
史
料
纂
集
）、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
九
年

（
18
） 

絵
師
尊
有
は
、
元
弘
元
年（
一
三
三
一
）銘
の
仏
涅
槃
図（
東
京
・
長
寿
院
蔵
、
大
阪
・
蓮
花
寺
旧
蔵
）に
そ
の
名
を
留
め
る
の
み
で
詳
細
は
不
明
。

た
だ
し
、
古
谷
優
子
氏
は
、「
尊
」が
名
に
入
る
こ
と
、
蓮
花
寺
の
あ
る
沢
良
宜
荘
が
当
時
興
福
寺
領
で
あ
っ
た
こ
と
、
銘
に
あ
る「
元
弘
」が
南
朝

方
の
元
号
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
南
都
絵
仏
師
と
の
関
連
を
指
摘
し
て
い
る（『
新
修 

茨
木
市
史 

九 

史
料
編 

美
術
工
芸
』一
二
三
頁
）。

（
19
） 

木
仏
師
性
慶
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
研
究
が
あ
る
。

 
 

猪
川
和
子「
南
北
朝
時
代
在
銘
像
の
数
例
に
つ
い
て
」『
美
術
研
究
』二
八
〇
号
、
一
九
七
二
年

 
 

田
邊
三
郎
助「
東
福
寺
の
彫
刻
」『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』二
九
六
号
、
一
九
七
五
年

 
 

根
立
研
介「
慶
派
仏
師
の
末
裔
た
ち
の
動
向
」（『
日
本
中
世
の
仏
師
と
社
会
』第
三
部「
中
世
後
期
以
降
の
仏
師
と
社
会
」第
六
章
、
塙
書
房
、
二
〇

〇
六
年
）

 
 

小
倉
絵
里
子「
長
野
県
伊
那
市
薬
師
堂
の
性
慶
作
薬
師
如
来
坐
像
」『
実
践
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
』五
〇
、
一
〇
九
〜
一
二
六
頁
、
二
〇
〇
八
年

 
 

小
倉
絵
里
子「
西
園
寺
大
仏
師
性
慶
の
研
究
」『
鹿
島
美
術
財
団
年
報
』別
冊
二
七
号
、
二
〇
〇
九
年
度
版

（
20
） 

根
立
研
介「
慶
派
仏
師
の
末
裔
た
ち
の
動
向
」（
前
掲
書
二
六
〇
頁
）

（
21
） 

寺
島
典
人「
作
品
解
説　

日
吉
山
王
三
聖
坐
像（
定
心
院
安
置
）」（『
神
仏
い
ま
す
近
江
』神
仏
い
ま
す
近
江
実
行
委
員
会
、
二
〇
一
一
年
）

（
22
） 

平
田
寛
氏
は
、
鎌
倉
時
代
に
な
り
絵
師
の
工
房
が
分
立
し
て
ひ
と
つ
の
工
房
の
絵
師
が
少
人
数
化
す
る
と
、
①
工
房
間
の
共
同
制
作
が
う
な
が
さ

れ
た
こ
と
、
②
絵
所
絵
師
と
絵
仏
師
は
作
絵
と
い
う
彩
色
技
法
が
共
通
し
て
お
り
共
同
制
作
に
あ
た
っ
て
の
技
術
的
矛
盾
は
な
か
っ
た
こ
と
、
を

指
摘
し
て
い
る
。

 
 

平
田
寛「
絵
師
の
分
立
」『
縁
起
絵
と
似
絵　

鎌
倉
の
絵
画
・
工
芸
』（
日
本
美
術
全
集
第
九
巻
）、
講
談
社
、
一
九
九
三
年

（
23
） 

巨
勢
広
高
は
長
保
元
年（
九
九
九
）に
不
動
尊
像
、
藤
原
宗
弘
は
保
延
二
年（
一
一
三
六
）に
両
部
大
経
感
得
図
、
兼
康
は
十
三
世
紀
前
半
に
毘
沙

門
天
像
、
巨
勢
行
忠
は
正
平
七
年（
一
三
五
二
）に
両
界
曼
荼
羅
、
さ
ら
に
貞
治
二
年（
一
三
六
二
）に
東
寺
金
堂
中
尊
修
理
、
藤
原
行
光
は
応
安

三
年（
一
三
七
〇
）に
不
動
明
王
像
と
、
さ
ら
に
年
代
不
詳
だ
が
十
王
図
を
制
作
し
て
い
る
。
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ま
た
、
玉
体
護
持
の
た
め
の
密
教
儀
礼
で
あ
る
三
壇
御
修
法
の
本
尊
像
制
作
は
、
鎌
倉
時
代
初
め
頃
は
絵
仏
師
が
担
当
し
た
が
、
す
く
な
く
と
も

光
厳
天
皇
代
以
降
は
絵
所
絵
師
が
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

 
 

泉
武
夫「
天
皇
の
仏
画
―『
門
葉
記
』に
み
る
三
壇
御
修
法
の
本
尊
制
作
」（
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究（
B
）研
究
成
果
報
告
書『「
奉
為
の
造

像
」研
究
』研
究
代
表
者 

長
岡
龍
作
）

（
24
） 

先
行
研
究
に
お
い
て
、
玄
奘
三
蔵
絵
と
仏
教
的
画
題
を
扱
う
作
例
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
主
に
隆
兼
が
天
竺
と
い
う
異
国
を
い
か
に
表
現
し
た

の
か
と
い
う
文
脈
で
言
及
さ
れ
て
い
る
。

 
 

土
屋
貴
裕「
鎌
倉
・
南
北
朝
期
に
お
け
る
異
国
表
象
の
一
端
―
玄
奘
三
蔵
絵
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『「
も
の
」と
イ
メ
ー
ジ
を
介
し
た
文
化
伝
播
に
関

す
る
研
究
―
日
本
中
世
の
文
学
・
絵
巻
か
ら
―
』池
田
忍
編
、
二
〇
一
〇
年
）

 
 

北
澤
菜
月「
高
階
隆
兼
に
と
っ
て
の「
玄
奘
三
蔵
絵
」」（
奈
良
国
立
博
物
館
特
別
展
展
覧
会
図
録『
天
竺
へ
』、
二
〇
一
一
年
）

（
25
） 

と
り
わ
け
六
角
厨
子
奥
壁
画
補
陀
落
山
図
は
、
明
度
の
高
い
白
緑
の
色
合
い
が
、
玄
奘
三
蔵
絵
の
い
ま
取
り
上
げ
る
場
面
に
酷
似
し
て
お
り
、
十

三
世
紀
末
と
考
え
ら
れ
る
制
作
の
時
期
や
、
南
都
を
中
心
に
類
例
が
数
点
知
ら
れ
る
補
陀
落
山
図
と
い
う
主
題
を
扱
う
点
な
ど
、
隆
兼
の
出
自
を

考
え
る
上
で
も
注
目
す
べ
き
作
例
で
あ
ろ
う
。

 
 

南
都
と
補
陀
落
山
図
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
清
水
健「
根
津
美
術
館
所
蔵
春
日
補
陀
落
山
曼
荼
羅
小
考
」（『
美
術
史
学
』二
五
、
二
〇
〇
五
年
）

を
参
考
に
し
た
。

（
26
） 

特
別
展
展
覧
会
図
録『
清
雅
な
る
仏
画
―
白
描
図
像
が
生
み
出
す
美
の
世
界
―
』（
大
和
文
華
館
、
二
〇
一
二
年
）に
図
版
掲
載

（
27
） 

巻
六
第
四
段
に
関
し
て
と
り
わ
け
興
味
深
い
の
は
、
先
行
す
る
図
像
の
利
用
方
法
の
点
で
、
法
華
経
曼
陀
羅（
た
と
え
ば
静
岡
・
本
興
寺
本
の
序

品
〜
化
城
喩
品
幅
）や
法
華
経
見
返
絵（
た
と
え
ば
埼
玉
・
慈
光
寺
本
）な
ど
ほ
か
の
多
く
の
作
例
が
鷲
を
左
に
向
け
て
描
く
の
に
対
し
、
隆
兼
は
、

鷲
を
絵
巻
鑑
賞
者
の
視
線
と
対
峙
さ
せ
る
か
の
よ
う
に
右
向
き
に
描
く
。
こ
の
よ
う
に
、
図
像
を
反
転
さ
せ
て
利
用
す
る
方
法
は
、
宮
次
男
氏
の

指
摘（「
駒
競
行
幸
絵
巻
」『
日
本
絵
巻
物
全
集　

十
七
』角
川
書
店
、
一
九
六
九
年
）に
も
あ
る
よ
う
に
、
隆
兼
工
房
に
近
い
所
で
制
作
さ
れ
た
駒

競
行
幸
絵
巻
が
、
年
中
行
事
絵
巻
を
左
右
反
転
さ
せ
て
引
用
し
て
い
る
の
と
同
様
の
趣
向
で
あ
る
。
毘
沙
門
天
図
像
は
、
図
像
の
源
泉
と
し
て
の

み
な
ら
ず
、
そ
の
利
用
法
に
お
い
て
も
興
味
深
い
画
像
資
料
と
い
え
る
。

（
大
学
院
博
士
後
期
課
程
学
生
）
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ABSTRACT

A Reconsideration of the works of Takashina no Takakane

Ryōta Hashimoto

Takashina no Takakane (�. ca. 1309–1330), who is best known today as the 
painter of the Kasuga Gongen Genki emaki handscrolls (Museum of the Imperial 
Collections), was active at the end of the Kamakura period (1185–1333). Despite 
the fact that documentary records show Takakane produced screen paintings for 
ex-Emperors and nobles, previous studies have focused almost exclusively on the 
Kasuga Gongen Genki emaki. �ese studies have formed the basis of the perva-
sive image of Takakane as a court painter. �is article re-examines documentary 
records which reveal other aspects of his work and explores the possibility that 
Takakane not only produced works on paper and silk, but was also skilled in the 
coloring of sculptures.

�e article begins with an examination of guardian lions colored by Taka-
kane. �e document known as the Kamosha kagen sannen sengū ki describes in 
detail repairs carried out at the Kamo Shrine. Careful examination of this record 
shows that although it had previously been thought that Takakane depicted mul-
tiple lion guardians on a wall, in fact the document tells us that he colored two 
pairs of wooden sculptural lion guardians. �e discussion then moves to Taka-
kane’s work coloring the icon of a kami, or god. �e Michimichi yakara kyōmyō 
contains details of repairs carried out at the Hie Shrine and includes the names 
of a number of cra�smen. Close examination of the evidence reveals coopera-
tion between Takakane and various individual cra�smen responsible for creating 
the sculpture.
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